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1.  Longman Advanced American Dictionary第3版（以下LAAD3）が、2013年に出
版された。同辞典の初版と第2版（以下LAAD2）は、それぞれ、2000年と2007年に
出版されている。LAAD2まで、directorを務めたDella Summersに代わり、LAAD3
では、Michael Mayorが、editorial directorとなった。LAAD2とLAAD3のカバー、
LAAD2のpp. viii-x、LAAD3のpp. viii-xii、ウェブサイトの情報に基づいて、
LAAD3の主な特徴を見てみよう。LAAD2には、185,000の語句や意味が収録され
ていたが、LAAD3では、205,000の語句と意味が収録され、改訂により、2万の語
句や意味の情報が増えている。語句の定義には、the Longman Defining Vocabulary
の2,000語をできる限り用いて、学習者が理解しやすいように、明確で分かりやすい
英語が用いられている。1 用例数もLAAD3において増加し、LAAD2では、73,000
の用例が掲載されていたが、LAAD3では、85,000の用例文が掲載されており、文脈
の中で語の意味や用法を示すよう工夫されている。ロングマン社のすべての辞典の
編纂には、3億3,000万語の話し言葉と書き言葉からなるthe Longman Corpus 
Networkという大規模データベースが用いられている。2 これには、書籍、新聞、雑
1 The Longman Defining Vocabularyの詳細とリストは、LAAD3のpp. 1991-1997を参
照のこと。
2 The Longman Corpus Networkの詳細は、PearsonELT.com. http://www.pearsonlongman.
com/dictionaries/corpus/を参照のこと。
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誌など実生活の幅広い情報源からのデータが収集されている。用例にもこのコーパ
スネットワークが用いられている。さらに、the Longman Corpus Networkには、世
界中から収集された学習者のエッセイや試験の答案の英語からなる、およそ1,000万
語のthe Longman Learners’ Corpusも含まれており、学習者の英語使用傾向をつか
み、学習者の必要に合わせた記述を辞典に入れるべく、コーパスの分析結果が生か
されている。LAAD3の特徴の一つとして、the Longman 9,000 Word Listの情報が、
新たに掲載されるようになった。これらの9,000語は、学習者が学ぶべき最も重要な
語とされ、頻度順に3段階に分けて、●●●、●●〇、●〇〇のマークを用いて提
示されている。つまり、見出し語に付された●●●は、最も高頻度の3,000語の中に
入り、●●〇は、その次に頻度の高い3,000から6,000語に、●〇〇は、その次の6,000
から9,000語の中に入ることを意味している。LAAD2では、話し言葉と書き言葉に
おいて最も頻度の高い3,000語が赤字で示されていたが、LAAD3では、学習者が学
ぶべき最も重要な9,000語が赤字で示されている。さらに、ロングマン社の辞典の特
徴として、語の頻度情報について、話し言葉と書き言葉におけるそれぞれの使用頻
度が、  、  、  、  、  、  のように掲載されている。これは、本
辞典でも初版から掲載されている情報である。  と  は、話し言葉あるいは、
書き言葉において、最も頻度の高い1,000語に、  と  は、その次に頻度の高
い1,000から2,000語に、  と  は、その次の2,000から3,000語に入ることを
表す。語のレベルについては、the Academic Word Listに含まれる語には、  の
ラベルが付されている。この情報は、LAAD2から掲載されるようになった。3 これら
の語は、学習者が、アカデミックな文章を読んだり書いたりする際に必要な語である。
これらの頻度情報やレベル情報により、学習者は、学習レベルに応じた重要語の習
得の目安をつかむことができるであろう。
初版からLAAD3まで、改訂されるごとに、コラムの充実も試みられている。初版
では、USAGE NOTEとSPOKEN PHRASESの2種類のコラムが設けられていたが、
3 LAAD2では、the Academic Word Listに含まれる語に  というラベルが使用されて
いた。
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初版のUSAGE NOTEは、LAAD2では、USAGE、GRAMMAR、WORD 
CHOICEの3つのタイプに分けられ、コラムTHESAURUSが新たに設けられた。4 
LAAD3では、これらのコラムに加え、COLLOCATIONSとSPELLINGのコラムが
新設された。
本稿では、初版のUSAGE NOTEから始まり、LAAD3まで受け継がれている
USAGEとLAAD2から始まったGRAMMARの2つのタイプのコラムに注目し、
LAAD2とLAAD3のGRAMMAR とUSAGEのコラム中の記述を比較、分析する。
このことにより、現代アメリカ英語の文法・語法に見られる変化や、英語学習におけ
る文法・語法上の留意点などをつかむことを目的とする。なお、初版とLAAD2の
USAGE （NOTE）とGRAMMARの比較分析は、藤本（2008）を参照されたい。
2.  LAAD2とLAAD3のGRAMMARとUSAGEの コラム 数 は、LAAD2は、
GRAMMARが74項目、USAGEは、30項目であり、LAAD3は、GRAMMARが
57項目、USAGEは、35項目である。それぞれのコラム数は、LAAD3において、
GRAMMARは、17項目の減少、USAGEは、5項目の増加であるが、両版のそれ
ぞれのコラムの記述内容を比較すると、LAAD2においてGRAMMARで扱われてい
た項目や内容が、LAAD3では、USAGEなど他のコラムにおいて、LAAD2では、
USAGEで扱われていたものが、LAAD3では、GRAMMARやLAAD3で新設され
たSPELLINGなどのコラムで、全く同じ、あるいは、ほぼ同じ記述内容で扱われて
いる項目もある。さらに、項目によっては、LAAD2とLAAD3において、異なるエン
トリー中に、コラムが移動しているケースもある。例えば、*Although they’re very 
busy, but/however they enjoy the work. （LAAD3、althoughのUSAGEコラム中の
用例）のように、althoughに導かれる従属節が用いられる場合、主節にbutや
howeverを用いると非文になる旨の記述は、 LAAD2では、but1のGRAMMARコラ
ムにあったが、LAAD3では、althoughのUSAGEコラムで扱われている。したがっ
4 初版でもすでに、USAGE NOTEの中で、GRAMMAR、WORD CHOICEなどのよう
に、サブタイトルがつけられている項目もあるが、LAAD2で整理、分類された。
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て、GRAMMARとUSAGEのコラム数の比較では、その情報量の増減については
明確なことは言えない。
ここで、LAAD2とLAAD3のGRAMMARとUSAGEのコラムを比較して、
LAAD3のコラムの全体的な記述の特徴を述べておこう。まず、用例については、す
べての項目においてではないが、LAAD2において、句であったものが、LAAD3では、
文になったことが挙げられよう。5 例えば、handicappedのUSAGEコラムは、
LAAD2では、physically challenged | visually impairedの用例が掲載されていたが、
LAAD3では、The classroom is accessible to physically challenged students. | They 
train guide dogs for the visually impaired.の用例になり、学習者が、その語の使用
を文あるいは文脈の中で、より明確につかむことができるように配慮されている。学
習者に誤った表現をしないよう注意を促すための用例の提示においても視認性が高
くなった。例えば、alsoのGRAMMARコラムを見てみると、LAAD2では、“NOT 
The college has also a new swimming pool”のように、NOT . . . の形で提示されて
いたが、LAAD3では、この形式も残しつつも、主には、“Don’t say: The college 
has also a new swimming pool.”のように、取り消し線が用いられるようになった。
用例中の語彙も、LAAD3において、学習者にとっては、よりなじみのある表現にな
ったものもある。例えば、foreignerのUSAGEコラムでは、LAAD2のMany 
Norwegians emigrated to the United Sates around that time.は、LAAD3では、
Many Norwegians came to the United Sates in the late 1800s.となった。LAAD2の
用例中のemigrateは、the Longman 9,000 Word Listに入っていないため、用例中
に用いるのを避け、より頻度の高い語を用いたのかもしれない。用例が、学習者にと
り、より実用的になったものもある。例えば、LAAD2のmost1のGRAMMARコラ
ム中のMost of the champagne we bought was drunk that night.は、LAAD3の
most2のGRAMMARコラム中では、Most of the cheese we bought was eaten that 
5 例えば、dayのGRAMMARコラムでは、LAAD2に掲載されていた用例のon Thursday 
/on that day /on the same day /on the second dayが、LAAD3においてもそのまま、句の
形で掲載されている。文脈がなくても学習者の理解に妨げがなく、簡潔な提示のほうが
分かりやすい場合には、句の形で用例を提示しているのかもしれない。
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nigh.のように、主語がアルコールからチーズに変更された。6 さらに、コラム中の説
明文には、学習者が理解しやすいように、できる限り文法用語の使用を避けている
ようである。LAAD2のsome1のGRAMMARコラムの説明文中で用いられていた“a 
possessive”は、LAAD3では、“a word such as ‘my, ’ ‘his, ’ ‘their, ’ etc.”のように書
き換えられた。
3.  本稿では、LAAD2とLAAD3を比較して、LAAD3において、記述に変化が見ら
れた項目を見ていく。紙幅の都合により、いくつかの例を取り上げることにする。コ
ラムの項目名には、LAAD3において、そのコラムが掲載されている見出し語を用いる。
引用文中の下線は筆者によるものである。主として、LAAD3のコラムの記述を引用
する。記述の引用は、項目によっては、一部のみのものもある。LAAD2とLAAD3
において、同じ主旨のことを述べる場合にも、LAAD3において、英文が書き換えら
れているものもあることを断っておきたい。ここで焦点をあてるのは、語の用法につ
いての記述の増減の変化や、記述内容の変化である。LAAD2とLAAD3の記述と、
アメリカ英語学習者用辞典のCollins CUBUILD Advanced Dictionary of American 
English第2版（2016）（以下CollinsAE2）とMerriam-Webster’s Advanced Learner’s 
English Dictionary第2版（2017）（以下MWALED2）の文法・語法に関するコラムな
どの記述も比較してみよう。CollinsAE2には、Usageのタイトルのついたコラムが、
MWALED2には、usageとタイトルのついたコラムと のシンボルの付された注記が
掲載されている。さらに、Garner’s Modern English Usage第4版（2016）（以下
GMEU4）の記述も調べてみよう。同書のタイトルは第3版までは、Garner’s 
Modern American Usageであった。第4版のタイトルの変更は、アメリカ英語とイ
ギリス英語のみならず、世界中で用いられている英語を包括的に扱うというアプロー
チによるものである。7 ただし、GMEU4は、学習者を対象とした学習者用辞典とは、
6 LAAD2では、most1に掲載されていた用例が、LAAD3では、上記の変更を伴って、
most2に掲載されている。
7  詳細は、GMEU4 （pp. ix-xii）のPreface to the Fourth Editionを参照のこと。
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性質が異なる。ここでは、同書のKey to the Language-Change Indexを参考にする。
これは、言語変化の容認度を、以下の5つのステージで表したものである。8 
 
Stage 1: A new form emerges as an innovation （or a dialectal form persists） 
among a small minority of the language community, perhaps displacing 
a traditional usage. [Stage 1: Rejected]
Stage 2: The form spreads to a significant fraction of the language community 
but remains unacceptable in standard usage. [Stage 2: Widely shunned]
Stage 3: The form becomes commonplace even among many well-educated 
people but is still avoided in careful usage. [Stage 3: Widespread but . . .]
Stage 4: The form becomes virtually universal but is opposed on cogent grounds 
by a few linguistic stalwarts （die-hard snoots）. [Stage 4: Ubiquitous but 
. . .]
Stage 5: The form is universally accepted （not counting pseudo-snoot 
eccentrics）. [Stage 5: Fully accepted]　　　　　　　　
（GMEU4, p. xxxi. [    ]内は、同ページ“Literal Shorthand References”の記述）
“Invariably inferior forms”には、 のマークが付されている。さらに同書では、
Google Ngram Viewerを用いて、2008年に出版された書物における、一般に使用さ
れている形と、その異形の比率情報を掲載した項目もある。これらの情報を、学習
者がどの形を優先的に使用するとよいのかということの目安にするための目的で参照
する。
3.1では、GRAMMARの項目について、3.2では、USAGEの項目について、それ
ぞれ例を挙げながら見ていく。
3.1  GRAMMARの項目で、LAAD3において記述に変化が見られた項目の例である。
8  Key to the Language-Change Indexの詳細は、GMEU4 （p. xxxi, pp. l-li）を参照のこと。
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（1） different
In speech, people use both different from and different than to talk 
about two things that are not the same: My new school is dif ferent 
from/than my old one. However, most teachers prefer different from, 
especially in writing. Don’t say: different of.
Different fromとともに、アメリカ英語では、different thanが用いられ、イギリス
英語では、different toが用いられることは、アメリカ英語とイギリス英語の違いと
してよく取り上げられる。LAAD3において、下線部の「話し言葉において」と「特に
書き言葉において」という情報が新たに加えられた。この情報は、アメリカ英語にお
けるdifferent fromとdifferent thanを学習者が使い分けるのに役立つであろう。
イギリス英語で用いられるdifferent toについては、コラム中に記述がなく、
differentのエントリー中にも掲載されていない。これは、LAAD3はアメリカ英語辞
典であることが理由であろう。
CollinsAE2のdifferentには、Usageコラムは掲載されていないが、この語のエン
トリー中には、“People sometimes say that one thing is different than another. 
This use is acceptable in American English, but is often considered incorrect in 
British English.”との記述があり、different thanは、「イギリス英語では、しばしば
正しくないとみなされる」ことが分かる。MWALED2のdifferentのエントリー中には、
usageコラムが掲載されている。そこには、different thanについて、“Dif ferent is 
also often followed by than in U.S. English. Some people believe that dif ferent 
than is incorrect, but it is very common. In British English, dif ferent can be 
followed by to. Dif ferent to is not used in U.S. English.”と記述されており、
different thanを「正しくない」とする人もいることが分かる。
GMEU4 （p. 276）によると、“Dif ferent than is often considered inferior to 
different from.”と記述され、different fromの代わりに、different thanを用いる
ことは、Stage 3 （Widespread but . . . ）で、different fromとdifferent thanの比率
は、11：1である。
LAAD3
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これらの記述から、学習者は、different fromを優先して習得し、特に書き言葉
では、different fromを用いたほうがよいと言えよう。
（2） each1
・You can use each of or every one of before plural nouns or pronouns, 
and the verb that follows should be singular: Each of the girls has a 
phone. | Every one of the girls has a phone. Don’t say: Each of the 
girls have... or Every one of the girls have....
Each ofとevery one ofの後ろに用いる動詞の形について、LAAD3では、each ofと
every one ofの後ろには、単数形の動詞を用いるようにと記述されている。LAAD3
の下線部は、LAAD2では、“Most teachers think that the verb that follows should 
be singular.”であり、each ofとevery one ofの後ろに複数形の動詞を用いることを
全面的に否定はしていない。さらに、LAAD2にあった“In informal English, 
however, people sometimes use a plural verb . . . especially when there are a lot of 
words between each of and the verb: Each of the kids arriving for the first time 
are shown around the school.”との記述は、LAAD3では削除された。この点に関し
ては、LAAD3のほうが、LAAD2よりも規範的になったと言えようか。
CollinsAE2のeachのエントリーには、Usageコラムが見られ、“Sentences that 
begin with each take a singular verb.”と記述され、コラム中には、each of が用い
られた主語と、その後ろに単数形の動詞が用いられた用例Each of the drivers has a 
license.が掲載されている。MWALED2には、each ofとevery one ofとともに用い
られる動詞の形に関しての注記はない。
GMEU4 （p. 313）には、eachが単数形と複数形のいずれの動詞をとるかについて
は、“. . . each traditionally takes a singular verb, and the best practice is to write 
each . . . is regardless of whether a plural noun intervenes （each of the members is） 
. . .”とある。Eachと複数形の動詞を用いることは、Stage 2 （Widely shunned）で、
each of them isと each of them areの比率は、12：1である。ここで、 each of 
LAAD3
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them areに、“invariably inferior forms”を意味する のマークが付されていること
に注目したい。
学習者は、each ofとevery one ofとともに用いられる動詞の形は、単数形である
ことを習得するとよいと言えるだろう。
（3） enjoy
・The verb enjoy is usually followed by an object. You say: “Did you 
enjoy your vacation?” “Yes, I enjoyed it a lot.” Don’t say: I enjoyed a 
lot.
・You say: I really enjoyed myself last night at the party. Don’t say: I 
enjoyed at the party.
・You say: He enjoys playing golf very much. Don’t say: He enjoys to 
play golf.
・People sometimes use Enjoy! on its own, when saying that they hope 
that someone will enjoy a meal, or something they are about to do: 
Here’s your pizza. Enjoy!
Enjoyの後ろに、目的語がくるのは、LAAD2では、“almost always”と記述されて
いたが、 LAAD3では、“usually”となり、さらに、enjoyが目的語をとらないで、単
独で用いられることについて、下線部の記述が加わった。
CollinsAE2には、この用法についての注記はない。MWALED2には、usageコラ
ムはないが、 のついた注記に、“In speech, enjoy is sometimes used by itself as an 
informal way of saying that you hope someone will enjoy something.”とあり、用
例のHere is your pie. Enjoy!を掲載している。
GMEU4には、enjoyのこの用法に関する記述は掲載されていない。
Enjoyが、目的語をとらないで単独で用いられる用法は、MWALED2によると、
くだけた用法である。このようなフォーマリティについての注記や、LAAD3に見ら
れるこの表現が使用される具体的な場面についての記述は、学習者が、日常生活に
LAAD3
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おいて言語を用いてコミュニケーションを行う上で、役立つものである。
（4） really
・Real is also used in informal speech to mean “very,” but this use is 
considered by some people to be grammatically incorrect and it 
should not be used in writing: That’s a real nice car.
Realを副詞として、“very”の意味で用いる用法について、LAAD3では、下線部の「書
き言葉では、用いられるべきではない」との記述が加えられたことにより、より明示
的な記述になった。
CollinsAE2には、Usageコラムは掲載されていないが、realのエントリー中に、“You 
can use real to emphasize an adjective or adverb. [AM, INFORMAL, EMPHASIS]”との
記述がある。カッコ内の注記から、この用法はアメリカ英語で用いられ、くだけた用
法であり、強調の目的で用いられることが分かる。MWALED2のこの語のエントリ
ー中の記述の“chiefly US, informal : very or really”からも、この用法は主にアメリ
カ英語で用いられ、くだけた用法であることが分かる。
GMEU4（p. 770）には、“Since the early 18th century, real has been considered 
dialectal when used for very . . . ”とある。Realをreallyの代わりに、 he’s feeling 
real badのように用いることは、Stage 3 （Widespread but . . . ）であり、feeling 
really bad と feeling real badの比率は、5：1である。用例の （he’s） feeling real 
badに付けられた のマークに注目したい。
学習者は、realを副詞として、“very”の意味で用いることは、アメリカ英語のく
だけた話し言葉以外では、避けたほうがよいであろう。
3.2  USAGEの項目で、LAAD3において記述に変化が見られた項目の例である。
（1）  each other
Some teachers prefer to use each other when talking about two people 
LAAD3
LAAD3
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or things, and one another when talking about more than two: The two 
leaders shock hands with each other. | All the leaders shock hands with 
one another. Many people do use one another when they are only 
talking about two people or things, but you cannot use each other 
about more than two. One another is more formal than each other.
Each otherとone anotherが、2者間、3者間以上のいずれに用いられるかについて
の記述は、LAAD2では、WORD CHOICEのコラムで扱われていたが、LAAD3では、
USAGEコラムに変わった。同時に、LAAD3において、下線部の記述が新たに加え
られた。これにより、学習者は、one anotherは、3者間以上にも2者間にも用いら
れるが、each otherは、2者間で用いられて、3者間以上では用いられないことをつ
かむことができる。
CollinsAE2にもMWALED2にも、each otherとone anotherの区別についての
注記は掲載されていない。
GMEU4 （p. 314）には、“Usage authorities have traditionally suggested that each 
other should refer to two people or entities <John and Bob helped each other>, one 
another to more than two <all of them loved one another>. Yet this 19th-century 
rule has often been undermined in the literature on usage . . . . Careful writers and 
editors will doubtless continue to observe the distinction, but no one else will 
notice.”とある。Each otherを3者間以上の場合に、one anotherの代わりに用いる
のは、Stage 4 （Ubiquitous but . . . ）である。
LAAD3に新たに加えられた下線部の記述中の、“. . . you cannot use each other 
about more than two.”は、やや規範的すぎる記述かもしれない。
（2）  reach1
・You reach a place, especially when it has taken you a long time to get 
there: He reached Tokyo yesterday. Don’t say: He reached at/to Tokyo. 
You arrive at a particular place or building: When are they arriving 
LAAD3
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at the airport?
・You arrive in a country or a big city: They arrive in Tokyo tomorrow.
・When you do not mention the place or when you use some adverbs, 
you do not use a preposition after arrive: Have they arrived yet? | 
When will they arrive there/here/home?
動詞reachとarriveの他動詞と自動詞の使い分けについての注記は、LAAD2では、
GRAMMARのコラムで扱われていたが、LAAD3では、USAGEのコラムになった。
LAAD3において、reachは、下線部の「特に到着するのに長い時間がかかった場合に」
との記述が入り、reachについての情報が増加した。さらに、LAAD3では、arrive
とともに前置詞を用いる必要がない場合について、LAAD2では、“Sometimes you 
do not need a preposition at all . . . ”のようなあいまいな記述であったが、LAAD3
では、下線部 “When you do not mention the place or when you use some adverbs”
のように、どのような場合なのか具体的に記述されたことにより、学習者に親切な記
述になっている。LAAD3のほうが、記述に精密さがあると言えよう。9
CollinsAE2とMWALED2には、reachとarriveの違いについて、コラムや注記は
見られない。
GMEU4には、reachとarriveのエントリーはない。
（3）  unique
You may hear people say that someone or something is “very unique,” 
“more unique,” “the most unique,” etc. to mean that he, she, or it is very 
special or unusual. Most teachers, however, consider this usage 
incorrect because if someone or something is unique, he, she, or it is 
the only person or thing like that. 
LAAD3
9 改訂により、LAAD2の用例、When will they get there/here/home?中のgetがarriveに
変更された。
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Uniqueの意味とこの語がとる形についての注記は、LAAD2では、GRAMMARの
コラムで扱われていたが、LAAD3では、USAGEコラムで扱われている。Unique
が “very special or unusual”の意味を表す場合に、この語をveryとともに用いたり、
この語の比較級、最上級の形を用いることは、LAAD2では、 “some teachers”が、「正
しくない」とみなすと記述されていたが、LAAD3では、“most teachers”がそのよう
にみなすとの記述に変わった。LAAD3は、この用法に対して、より規範的な見解を
提示していると言えようか。さらに、LAAD3では、理由として、下線部“because”
以下のuniqueであるとは「そのような唯一の人やもの」であるためとの記述が加わっ
た。LAAD3のuniqueのエントリー中には、3つの意味が掲載されている。第1義は、
“unusually good and special and not like any other”、第2義は、“[no comparative] 
being the only one of its kind”であり、uniqueが第2義で用いられる時は、比較級
などの形をとらないことが分かる。第3義は、“unique to sb/sth existing only in a 
particular place or in relation to a particular person or people”である。10
CollinsAE2には、uniqueの意味として、“Something that is unique is the only 
one of its kind”のみが掲載されており、この語の比較級、最上級に関してのコラム
や注記もない。MWALED2には、uniqueの3つの意味が掲載されている。第1義は、
“used to say that something or someone is unlike anything or anyone else”、第2義
は、“[more ~; most ~]：very special or unusual”、第3義は、“belonging to or 
connected with only one particular thing, place, or person”である。第2義の“very 
special or unusual”には、“[more ~; most ~]”の情報が付されており、uniqueがこ
の意味で用いられる場合には、この語は、比較級、最上級をとることができることが
分かる。しかしながら、この用法が、どの程度容認されているのかについては情報
が掲載されていないため、明確なことは分からない。
10 参考までに、LAAD3のuniqueのコラム中の記述には、保守的な言語観がうかがえる。
記述の中で、LAAD3では、“someone or something”が、代名詞“he, she, or it”で置き
換えられているが、LAAD2では、“someone or something”を受ける代名詞として“they”
が用いられていた。ここにも、LAAD2と比較して、LAAD3のより規範的な特徴が見受
けられる。
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GMEU4 （p. 930）には、“Strictly speaking, unique means ‘being one of a kind, ’ 
not ‘unusual. ’  Hence the phrases very unique, quite unique, how unique, and 
the like are slovenly. The OED notes that this tendency to hyperbole― to use 
unique when all that is meant is ‘uncommon, unusual, remarkable ’―began in the 
19th century. However old it is, the tendency is worth resisting.”のように、かなり
規範的な立場が見られる。この語を very unique のように、“a word of degree”と
して用いるのは、Stage 3 （Widespread but . . . ）である（p. 931）。用例の very 
uniqueに付けられた“invariably inferior forms”を意味する のマークに注目したい。
Uniqueが程度を表して、比較級、最上級をとることがあることは、学習者に積極
的に指導することを控えたほうがよいかもしれない。
4.  LAAD2とLAAD3のGRAMMARとUSAGEのコラムを比較して、LAAD3は、
現代英語の実際の姿を学習者に伝えるとともに、用法に対する母語話者や教師の態
度を記述しながら、教育的な示唆も同時に与えていることが分かった。項目によって
は、LAAD3のほうが、LAAD2よりも規範的なものもあった。LAAD3では、用例の
提示方法や説明文の記述に、学習者が理解しやすいように、より一層の配慮が見ら
れた。LAAD3において、話し言葉と書き言葉についての情報が入った項目もある。
学習者が、話し言葉や書き言葉の違いや、フォーマリティの違いにおける言葉遣い
の違いについての認識をもつことができれば、言語の使用場面に合わせた言語使用
につながるため、これらの情報は、学習者にとっては、有意義である。さらに、
LAAD3は、学習者コーパスに基づいた情報、つまり、学習者が間違えやすい事項や
必要としている内容を豊富に入れていると言えよう。
言葉は絶えず変化するとともに、世界中で英語が使用される現代において、多様
な英語を認めていこうとする動きの中で、学習者用辞典が、現代英語の言語事実を
提示しつつ、規範的な面も含む教育的な立場から、どのような言語使用の提案を文
法・語法コラムなどを通して学習者にしていくのか、今後も観察していきたい。
－ 15－
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Abstract
With the rise of nation states in the last two hundred years there has been 
an increase in the use of literary and nonliterary texts to imagine the nation 
as fatherland or motherland, find a unique identity, give its people a 
singular character and create notions of patriotism and sacrifice. Often 
European imperialism created colonial dominance and forced subjugated 
peoples to mount a resistance to become free. Both American and Indian 
literary nationalisms were created against British colonial dominance 
while Japanese imported selective aspects of European modernity. Since the 
nation is an imagined space, and literary renderings of the nation is also 
imagined, the intelligentsia gives national significance to selected literary 
texts. However, literary imaginings of a nation forcefully levels ethnic, 
religious and caste differences to quickly create a unified identity of a 
nation through texts which legitimize social and political representation of 
dominant groups. Therefore, the first constructions of literary nationalism 
gives way to a second kind of literary nationalism which is indigenous and 
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marginalized in nature such as Native Indian, African, Dalit or Tribal 
literary nationalisms. Indigenous literary nationalism aims at wresting a 
space for itself within the dominant imaginings of the nation and claims 
economic and political advantage. So even within the claims of a dominant 
literary nationalism there are other competing claims from marginalized 
and downtrodden groups for representation. The conceptions and 
rework ing of  l i terar y na t iona l ism wi th in  compet ing c la ims of 
representativeness get changed from time to time, just as the idea of the 
nation gets reimagined.
Literary nationalism found in literary and nonliterary texts often evolves around 
nationalist ideas, dominant ideologies and resistance movements connected to 
nation building and contentious claims from the margins.  It binds chaos and 
restores order in human experience through cultural and religious values. It gives 
significance to collective and individual stories and creates the myth of a nation 
by imagining it as a fatherland or a motherland. Songs, symbols, icons and 
images mythologize a glorious past and create an imagined reality bringing 
together diverse peoples under a common identity.  The point of view, narrative 
voice and structure add suspense, immediacy and lyricism to the act of nation 
building. The sublimity, strangeness, originality and representativeness of literary 
texts, as Harold Bloom would like us to believe, add beauty to the appeal of 
nation building (Bloom, 1994 2-3).  Though the literary critic, scholar or savant 
validates the imagination of the literary text to create a nation, he is just a 
“eunuch’s shadow;” the real work is created from “le dur désir de durer” or the 
“harsh contrivance of the spirit against death, the hope to overreach time by force 
of creation” (Steiner, 1967 21). Literary nationalism is often an elitist enterprise 
where literary texts are used as building blocks to imagine the identity of a 
nation and locate it within an imagined history. 
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Since nation building is both a political and emotional process, social 
participation and emotional involvement are necessary to endorse the literary 
representation of texts.  Literary nationalism through the newspaper and the short 
story provides sequential and thematic unity to the literary imagination. Often 
oral languages acquire written form and are then used to create nationalist 
literature. When an oral tradition is concretized in written form some of the 
techniques of orality such as repetition of images, l inear progression, 
mythologizing the land, metaphorical progression, reader-listener involvement, 
polyvocality, tragic isolation and communal victory are set in motion.  
Over the centuries literary and written texts have acquired the legitimacy of 
being the central consciousness of humanity and therefore an ideal tool to 
imagine the consciousness of a nation. In an essay on “Ulysses”, Ezra Pound 
lamented the fact that ordinary people always remained under a “literary edict” 
and are forced to find direction in their lives through such texts. The stories of 
the lower classes are only worth the greatness that elites give to them. He 
ironically queries—are their “misfor tunes too low, dramas too ill set, 
catastrophes, horrors too devoid of nobility” (Pound, 1968 408)? The novel has 
acquired a “great literary form” and has therefore become a fit subject for 
“research,” and “analysis”.  The novelist now possesses the authority to write 
with “accuracy” and “freedom” of the “savant,” the “historian” and the 
“physician” (Pound, 1968 408). Undoubtedly, literary criticism has usurped the 
centrality of literature to shape human consciousness. Generations of literary 
scholars from Sainte-Beuve and Belinsky to F. R. Leavis and I. A. Richards have 
sponged on the “authority of private experience” gained through literary texts to 
create “an eternity of second-hand” literary criticism that would become a “live, 
humane social order” to be easily exploited in the service of nation building 
(Steiner, 1967 249-51).  With the imaginings of modern nation states through 
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literary texts by the intelligentsia, literary scholars have gained more authority as 
interpreters of national consciousness. 
Nationalism creates a geographical home, a glorious past, accessible customs, 
unifying language and a hostile environment of war or exploitation. It invents a 
reality and then believes in it. Ernest Gellner explains that nationalism “is not the 
awakening of nations to self-consciousnesses: it invents nations where they do 
not exist” (Gellner, 1965 168). Nationalism need not exist against colonizing 
nations but also within sovereign states like Hindu nationalism, Black 
nationalism, or Indigenous nationalism. Therefore, nationalism also touches race, 
ideology, languages and immigration. Nationalism touches issues connected to 
patriotism such as the French coming under the anthem Marseillaise and ideas of 
liberty, equality and fraternity. Literary nationalism also partakes of these issues 
and their spinoffs. The American literary nationalism of the nineteenth century, 
the Indian Gandhian nationalism of the early twentieth century and the post-war 
Japanese patriotic nationalism of the late twentieth century were created around 
the demands of a new nation. As these demands were met and a forced leveling 
of differences created, the identity of a nation, a new literary nationalism of the 
underprivileged, downtrodden and economically disadvantaged emerged, 
claiming recognition though their politics and literary texts, often termed as 
minority literary nationalism or indigenous literary nationalism.
American Literary Nationalism
The early ideas of American literary nationalism were created by nineteenth 
century American poets and novelists who wrote American epics for the 
common man giving him a sense of pride and connectedness with the geography, 
history and customs of the new land. Nineteenth century American writers like 
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Ralph Waldo Emerson (1803-1882), Henry David Thoreau (1817-1862), Nathaniel 
Hawthorne (1804-1864), Herman Melville (1819-1891) and Walt Whitman (1819-
1892) used the ideology of European Romanticism, especially ideas connected to 
feeling, individualism, commerce, and modernity to shape their own ideas of 
literature. Their overtly anti-European model turned into a self-seeking 
independence of being pioneers and elicited transcendental love of nature. 
Scholars like F.O. Matthiessen and Richard Chase chose elitist ideas of majority 
groups and European exclusion to create American literary nationalism.  Their 
elitist view of American literary nationalism has been challenged today by 
minor ity wr iters f rom Afro-Amer ican, Native Amer ican and female 
backgrounds. In Transatlantic Literary Exchanges Kevin Hutchings and Julia 
Wright argue that Thoreau created “American national literature” by excluding 
Britain. They write,
Like earlier calls for American literary independence from Britain, 
Thoreau’s model of transatlantic literary and cultural history helped 
encourage the subsequent construction of a distinctively American 
national literature and literary criticism (Hutchings and Wright, 1988 6).  
American literary nationalism moved in stages to claim an alien land wrested 
from Indian nations as its own. Literary texts imagined and wrote their own 
histories converting alien topographies into familiar land.  A new nation wanted 
to mythologize its recognizable past, tell its story, unite its people and assert its 
identity. 
Thoreau saw Europe as “a space of potential discontinuity and rupture” and an 
“opportunity” for the New World to forget “the Old World and its institutions” 
(Hutchings and Wright, 1988 6).  F.O. Matthiessen used American Renaissance 
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(1941) to establish the reputation of Emerson, Hawthorne, Thoreau, Whitman and 
Melville as producers of “literature for our democracy” These writers gave 
“fulfillment to the potentialities freed by the Revolution, to provide a culture 
commensurate with America’s political opportunity” (Matthiessen, 1941 613-18). 
The contested nature of literary nationalism reflects the contestation in other 
walks of life from economy and politics to schools and civic life. Emerson 
worked assiduously in his essays such as “Nature” (1836) to create a national 
literature and a national identity distinct from Europe. In the “American Scholar” 
(1837) he calls writers to unite and bring in themes of the “common,” “familiar” 
and “low” (Emerson 1898, 110). “The literature of the poor,” he writes, “the 
feelings of the child, the philosophy of the street, the meaning of household life, 
are the topics of the time” (Emerson, 1898 110). He believes that literature should 
be able to represent and reveal themes of American life such as democracy, 
individualism and equality. Emerson rose above tradition to create a new nation 
eschewing the past and embracing the new in geography, ideas, laws and religion. 
He endorses an expansionist view of national identity which exhorts the 
American self to expand itself and engulf the world as part of the American 
westward Expansionism. This view is based on the concept of manifest destiny 
of America to lead the world through physical, spiritual and literary conquest 
into a new enlightened world based on ideas and not European tribalism. 
Emerson’s literary nationalism echoed American political nationalism 
undermining the claims of Blacks, Native Indians and women.
Thoreau expanded Emerson’s idea of literary nationalism by incorporating 
national selfhood influenced by economy and individuality. In “Resistance to 
Civil Government” (1849) he opposed the poll tax and the institution of slavery. 
He felt that America’s suffering came from relinquishing the Bible and the 
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Constitution which are pure sources of verity, Emerson goes on to state, 
We too must write Bibles, to unite again the heavens and the earthly 
world. The secret of genius is to suffer no fiction to exist for us... 
(Emerson, 2009 397).
Hawthorne is more closely connected with literary nationalism than Emerson as 
he exhorts his countrymen to understand their history and their relationship to a 
significant past. The realist novel of Balzac or Dickens was no longer suitable for 
representing ideas of a new nation. The idea of American self-reliance was 
understood through symbols and allegory.  Richard Chase saw the character of 
Ishmael as symbolic of freedom against the totalitarianism of Captain Ahab in 
Moby Dick (1851). However, Melville was also concerned about national crisis 
caused by corrupt and proto-imperialist politicians from the North interested in 
self-gain espousing ideas of slavery even when opposed to it.  Melville was quite 
critical of Bartleby and Pierre who undermined the principles of the founding 
fathers and did not strive to realize their ideals. 
Washington Irving’s Rip Van Winkle and Sleepy Hollow (1819) generated pride 
in the rich pastoral heritage of America. Married to a cantankerous wife, Rip, an 
“obedient henpecked husband” sleeps through the revolutionary war and wakes 
up after two decades to find a changed world (Irving, 2013 34). The Legend 
creates a “castle of indolence,” a lazy paradise where unknown things happen. It 
adds a pastoral mystery to an idyllic world and a spooky village by night.
A pleasant land of drowsy head it was,
Of dreams that wave before the half-shut eye;
And of gay castles in the clouds that pass,
Forever flushing round a summer sky (Irving, 2013 1).
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The story is interwoven with themes of wealth, greed, love and a terrible history 
of the past filled with ghosts and goblins.
Whitman embraced both the good and the bad. He carried the ideology of 
Emerson forward by endorsing man’s relationship to nature and nation and to 
bring the country together which was torn apart by the Civil War. His idea of an 
ever-expanding individual containing the “multitudes” encouraged people to 
embrace the idea of a multitudinous nation which welcomed everyone (Whitman, 
2009 63). He created a new identity of a nation in his collection of poems Leaves 
of Grass (1855) and celebrated national identity through the poetic form and a 
confident voice.
Whitman found continuity in tradition—
America does not repel the past or what it has produced under its forms or 
amid other politics or the idea of castes or the old religions . . . accepts the 
lesson with calmness . . . is not so impatient as has been supposed that the 
slough still sticks to opinions and manners and literature while the life 
which served its requirements has passed into the new life of the new 
forms perceives that the corpse is slowly borne from the eating and 
sleeping rooms of the house . . . perceives that it waits a little while in the 
door . . . that it was fittest for its days . . . that its action has descended to 
the stalwart and wellshaped heir who approaches . . . and that he shall be 
fittest for his days (Whitman, 2009 ix).
Whitman imagined an America which accepted its past, learnt from its mistakes, 
welcomed change and carried its experience to shape a new nation. It is possible 
to see a conglomerate “narrative identity” as Paul Ricouer calls it that imagined 
and embraced the idea a new nation.
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Cette énumération pose la question de l’identité du sujet,
mais en un tout autre sens que l’identité narrative d'une personne
concréte. Il ne peut s'agir que de l’identité en quelque sorte
ponctuelle, anhistorique, du « je » dans la diversité de ses opérations
; cette identité est celle d’un même qui échappe à l’alternative de la
permanence et du changement dans le temps, puisque le Cogilo est
instantané (Ricouer, 1990 18).
The narrative identity of a person is concrete and ahistorical. It neither accepts 
permanence nor change, and it is apprehended instantaneously. Whitman’s 
literary identity was perhaps the best example of a national identity finding a 
voice in literature. Whitman celebrated the “eternal equilibrium of things” and 
the “eternal overthrow of things” in the “greatest nation” and in the “cluster of 
equal nations” through a voice that encompassed not only nations but the entire 
earth itself (Whitman, 2009 126-27). 
Over the centuries as America moved from the early stages of nation formation 
to a more expansive Whitmanesque vision of itself, writers and critics began to 
conceptualize America as a global nation. Literary critic Randolph S. Bourne in 
an essay “Trans-National America” written in The Atlantic (1916) called 
America the “first international nation” or a “world-federation in miniature” that 
can provide a “new vision” to the world.  He wrote,
The failure of the melting-pot, far from closing the great American 
democratic experiment, means that it has only just begun. Whatever 
American nationalism turns out to be, we see already that it will have a 
color richer and more exciting than our ideal has hitherto encompassed. In 
a world which has dreamed of internationalism, we find that we have all 
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unawares been building up the first international nation. The voices which 
have cried for a tight and jealous nationalism of the European pattern are 
failing. From that ideal, however valiantly and disinterestedly it has been 
set for us, time and tendency have moved us further and further away. 
What we have achieved has been rather a cosmopolitan federation of 
national colonies, of foreign cultures, from whom the sting of devastating 
competition has been removed. America is already the world-federation in 
miniature, the continent where for the first time in history has been 
achieved that miracle of hope, the peaceful living side by side, with 
character substantially preserved, of the most heterogeneous peoples 
under the sun. Nowhere else has such contiguity been anything but the 
breeder of misery. Here, notwithstanding our tragic failures of adjustment, 
the outlines are already too clear not to give us a new vision and a new 
orientation of the American mind in the world (Bourne, 1916 1739).
This expansionist vision of America as a super nation was a new stage that 
liberal intellectuals and elites wanted to endorse. Works of writers like Melville, 
Henry James, Langston Hughes, Faulkner, Sarah Orne Jewett, and Junot Diaz 
moved transnationally and affected American and non-American literary 
cultures significantly. However, many disagreed.  Recently Christopher Nicholas 
argued that Bourne’s transatlantic America was a “visionary new form of 
pluralism” and “isolationist antiwar idealism” that helped him to “bridge his 
writings on domestic reform and foreign policy (Nicholas, 2009 217). Literary 
nationalism in later stages attempted to streamline the contradictions between its 
domest ic reforms and foreign pol icy to give a sense of progressive 
enlightenment.  
The claims of literary representation and cultural recognition from the Afro-
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Americans, Native Indians and twentieth century immigrants began to gather 
momentum in the 1980s and 1990s claiming a place in the imagining of the 
American nation. University professors and scholars began to recognize their 
claim and came up with The Heath Anthology of American Literature in two 
volumes which represented their imagining of the American nation ranging from 
‘Native American Oral Literatures’ and ‘Voices from the Imperial Frontier’ to 
‘Cultures in Contact and Tales of Incorporation,’ Resistance, and Reconquest in 
New Spain.’ The Heath Anthology displaced the indubitable monopoly of The 
Norton Anthology of Literature and brought the literatures of Native, Indians, 
Africans and other minorities to the forefront (Lauter, 1994 ii-ix). 
Indian Literary Nationalism
Indian literary nationalism grew with the revolutionary fervor of freedom from 
British rule and founding of a new nation. It tried to synthesize a polyglot nation, 
create a written language, and privilege Hindi as the mother tongue or 
matryabhasha. It created the idea of Mother India or matryabhumi creating the 
idea of love and sacrifice for the land and renounciation of the caste system. It 
also had to reckon with finding uniqueness of a literary tradition through 
representative texts that promoted the nationalist ideology of a secular nation. 
Literary nationalists were keen to generate pride in the uniqueness of a typically 
Indian literary tradition separate from other traditions.
Many poets and novelists created the idea of literary nationalism in the early 
decades of the nineteenth century, but it was Henry Louis Derozio (1809-1837) 
who invented the concept of the mother land or matryabhumi through his poem 
“The Harp of India” (1828). Anandamath (1882) by Bankim Chandra 
Chattopadhaya’s (1838-1894) came half a century later.  Derozio was an Indian 
poet and assistant headmaster of Hindu College Calcutta, a radical thinker and 
Studies in the English Language & Literature    No. 84 March  2019  [pp.17-51]
－ 28－
one of the first Indian educators to disseminate Western learning and science 
among the young men of Bengal. In a poem, “The Harp of India,” Derozio talks 
about the rich literary tradition of India withering on a “bough.” The poet yearns 
to create some divine music by playing on the harp so that he could free the soul 
of India. We must remember that in 1827 there was no sign of freedom struggle, 
no nationalist fervor that he could have tapped. His was an original voice of 
revolt to free the nation of its shackles even before it could grip the soul of the 
nation. 
Derozio was fully conscious of the fact that for Indian writing to achieve 
recognition and become profound, Indian writers should become aware of the 
rich heritage and literary resources hidden in the past. He also realized that the 
new aesthetics should be a healthy combination of the good elements in both the 
Indian and European civilizations and must, in the ultimate analysis, provide 
“harmony” and “sweetness.” Both these qualities would then create a “divine 
music” that could unite the diverse religions and races of India. On “Education in 
India published in the India Gazette of August 3, 1826 Derozio wrote,
I was born in India and have been bred here, I am proud to acknowledge 
my country, and to do my best in her service. But even love of country 
shall not hinder me from expressing what I believe to be right (Derozio, 
2001 306).
Though of mixed Portuguese descent he was proud of India and wanted to do his 
“best in her service”. In “The Harp of India” he writes,
Why hang’st thou lonely on yon withered bough?
Unstrung forever, must thou there remain;
Mukesh Williams.    Literary Nationalism and Cultural Recognition in Three Nation States: America, India and Japan
－ 29－
Thy music once was sweet — who hears it now?
Why doth the breeze sigh over thee in vain?
Silence hath bound thee with her fatal chain;
Neglected, mute, and desolate art thou,
Like ruined monument on desert plain:
O! many a hand more worthy far than mine
Once thy harmonious chords to sweetness gave,
And many a wreath for them did Fame entwine
Of flowers still blooming on the minstrel’s grave:
Those hands are cold — but if thy notes divine
May be by mortal wakened once again,
Harp of my country, let me strike the strain (Derozio, 2001 11) !
Undoubtedly Derozio had a social purpose in mind when he wrote “The Harp of 
India” poem in 1828 and endorsed the moral aesthetics he would enunciate two 
years later in an essay in India Gazette on January 22, 1830 called “On the 
Influence of Poetry.” Derozio strongly felt that poetry was always meant to refine 
and purify “the springs of life,” and to elevate and improve “man’s moral and 
intellectual nature” (Derozio 2001 320).
Those who wrote in English such as Din Mohammad (1759-1851), Cavelli 
Venkata Boriah (1776-1803) and Derozio were difficult to integrate in the corpus 
of vernacular literary nationalism. By the 1960s the language riots created a 
deeper schism between Indian writing in English and vernacular literatures. 
Williams and Wanchoo in Representing India claim that,
By the 1960s, as language r iots in India spread, the ideology of 
Indianizing English through the fictional mode became more beleaguered 
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Hindi chauvinists, regional writers, and postcolonial critics of English 
could not accept the notion that Indian writers in English could adequately 
represent the subtle and complex reality of the regional world (Williams & 
Wanchoo, 2008 104). 
Though Derozio had a strong impact on Bengali youth through his life style and 
writings, and created the Bengal Renaissance of the nineteenth century, he was 
marginalized in constructing literary nationalism. He developed a unique 
aesthetics on Indian literature which campaigned for bringing sweetness and 
light rather than dismay and anguish in life. Today he does not figure in 
anthologies of Indian writing in English though other lesser known writers do.
The mantle of constructing literary nationalism went to Bankim Chandra 
Chattopadhyay (1838-1894) who in his novel Anandamath (1881) reimagined 
India as a mother goddess tyrannized by foreign invaders. He revealed a 
nationalist turn and the revolutionary fervor of young Indians waiting to free 
their country from British colonial rule. The story articulated the cultural and 
political aspects of a nation that the writer wanted to present. It originated in the 
Sannyasi rebellion of the late eighteenth century when the Hindu sanyasis and 
Muslim fakirs in Bengal revolted against the East India Company on the issue of 
collecting tax from the zamindars. Their struggle is now seen as the first struggle 
for independence from foreign invaders. The story began with the famine which 
had destroyed everything and forced Mahendra Singh to battle with hunger. His 
family kidnapped by robbers and saved by ascetics created a trust in the ascetic 
tradition of both the Hindus and the Muslims. (B. C. Chatterjee, 2002 24-33). 
The story suddenly moved to a battle with the British and stealing rice from the 
British chief of Police (B. C. Chatterjee, 2002 33). At this point the idea of the 
land as mother was introduced:
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‘We recognize no other mother,’ Bhavan said with feeling. ‘The 
Motherland is our only mother. Our Motherland is higher than heaven. 
Mother India is our mother. We have no other mother. We have no father, 
no brother, no sister, no wife, no children, no home, no hearth—all we 
have is the Mother with sweet springs flowing fair fruits bestowing, cool 
with zephyrs blowing green with corn-crops growing—’ (B. C. Chatterjee, 
2002 38).
Bankim Chandra informed us that not only the land was a mother but “we are 
the Children of Mother India” (B. C. Chatterjee, 2002 39). Fighting for Mother 
India, therefore, was dharma, “a path of duty” (B. C. Chatterjee, 2002 49). Thus 
the “hermit nationalists” imagined a freedom struggle for Mother India that was 
bound in chains reminiscent of Derozio’s The Harp of India. (B. C. Chatterjee, 
2002 51). The valiant fight of the Indian nationalists for “freedom” made them 
“invincible” before the “soldiers of Captain Thomas” who were “deafened by 
“shouts of Bande Mataram” (B. C. Chatterjee, 2002 102 and 88). After driving 
the British out of the country they discused the “problem of identity” which 
emerged on the battlefield (B. C. Chatterjee, 2002 123). Here in death there was 
unity, in the “ghastliness of the scene” (B. C. Chatterjee, 2002 132). He writes,
Men lay with broken arms, broken legs, broken ribs, and broken heads. 
Some cried for their mothers, and others for their fathers. Some begged for 
water, but most of them for death. Hindus and Mohammedans, Buddhists 
and Sikhs were all huddled together, weltering in blood” (B. C. Chatterjee, 
2002 132).
This was Bankim Chandra’s message for the future; India must create a secular 
nation. In the wake of Derozio and Bankim Chandra, the literary nationalism of 
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Rabindranath Tagore (1861-1941) used a variety of literary and rhetorical styles 
to create an essentialist and distinctively universal appeal. With the publication 
of a collection of poems Geetanjali (1912), Tagore won the Nobel Prize for 
literature in 1913. Soon he turned into a world phenomenon and Indian 
nationalism acquired a global appeal. His short stories covered many themes 
connected to individual, family life, national conflict and unity.  He was critical 
of the power nations exerted on humanity. In his essay “Nationalism” (1917) he 
writes,
And the idea of the Nation is one of the most powerful anesthetics that 
man has invented. Under the influence of its fumes the whole people can 
carry out its systematic programme of the most virulent self-seeking 
without being in the least aware of its moral perversion, — in fact feeling 
dangerously resentful if it is pointed out.
This European war of Nations is the war of retribution. Man, the person, 
must protest for his very life against the heaping up of things where there 
should be the heart, and systems and policies where there should flow 
living human relationship. The time has come when, for the sake of the 
whole outraged world, Europe should fully know in her own person the 
terrible absurdity of the thing called the Nation. (Tagore, 2007 463).
Tagore saw the “moral perversion” and “virulent self-seeking” goals of the entity 
called the nation. He was against ideas of capitalist and imperialist nationalism 
but endorsed the concept of a unified national identity. In his essay “Bengal’s 
Great Inheritance” (1940) he felt that the culture of Bengal which was a “great 
inheritance” for India can “only be threatened by our own weakness” and not by 
any “external power” (Tagore, 2007 1156). In “The Way to Unity” (1923) he 
explained that religion based on “a fixed code custom” has been the main cause 
of separating “our races” and creating a degenerate society (Tagore, 2007 619). In 
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a letter to Gandhi in 1918 Tagore stated that Hindi should be an optional not a 
mandatory language — “So Hindi will have to remain optional in our national 
proceedings until a new generation of politicians, fully alive to its importance, 
pave the way towards its general use by constant practice as a voluntary 
acceptance of a national obligation” (Tagore, 2007 999). Tagore felt that more 
discussion was needed to find a lingua franca for India that would be free from 
“any communal bias” (Tagore 2007 999). Tagore was against the muscular 
politics and commerce which European nationalism endorsed. For him 
nationalism was “organized selfishness” of the West that was evident in the 
conflict of World War 1. In a letter to A.M. Bose in 1908 Tagore wrote,
Patriotism can’t be our final spiritual shelter. I will not buy glass for the 
price of diamonds and I will never allow patriotism to triumph over 
humanity as long as I live (Ghosal, 2016 1).
He was suspicious of nationalist aspirations and the sacrifice it entailed. 
Obviously, he did not see patriotism as a “final spiritual shelter.” He was against 
the dehumanizing tendencies and arrogance of the West. He was against 
organized power without restraint:
Whenever power removes all checks from its power to make its career 
easy, it triumphantly rides into ultimate crash to death. Its moral brake 
becomes slacker every day without its knowing it, and its slippery path of 
care becomes its path of doom (Tagore, 2007 451-52).
Perhaps he was anticipating the anarchy unleased by the Russian Revolution 
(1917) or the tragedies of the First World War (1914-18). However, in his lectures 
Tagore did not talk much about anti-imperialist resistance. Perhaps he was 
controlling those who endorsed aggressive nationalism.
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He felt that the British were equally involved in giving us “law and order” as they 
brought progress and national unity but at a price (Tagore, 2007 452).  In 
“Nationalism in the West” he wrote about the conflict between political and 
cultural West. He wrote,
In India we are suffering from this conflict between the spirit of the West 
and the Nation of the West. The benefit of the Western civilization is 
doled out to us in a miserly measure by the Nation trying to regulate the 
degree of nutrition as near the zero point of vitality as possible. The 
portion of education allotted to us is so raggedly insufficient that it ought 
to outrage the sense of decency of a Western humanity. We have seen in 
these countries how the people are encouraged and trained and given 
every facility to fit themselves for the great movements of commerce and 
industry spreading over the world, while in India the only assistance we 
get is merely to be jeered at by the Nation for lagging behind. While 
depriving us of our opportunities and reducing our education to a 
minimum required for conducting a foreign government, this Nation 
pacifies its conscience by calling us names, by sedulously giving currency 
to the arrogant cynicism that the East is east and the West is west and 
never the twain shall meet. If we must believe our schoolmaster in his 
taunt that after nearly two centuries of his tutelage, India not only remains 
unfit for self-government but unable to display originality in her 
intellectual attainments, must we ascribe it to something in the nature of 
Western culture and our inherent incapacity to receive it or to the 
judicious niggardliness of the Nation that has taken upon itself the white 
man's burden of civilizing the East? That Japanese people have some 
qualities which we lack we may admit, but that our intellect is naturally 
unproductive compared to theirs we cannot accept even from them whom 
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it is dangerous for us to contradict (Tagore, 2007 450-51).
Tagore felt that the West gave us “law and order” for which we should be 
grateful. As a liberal he was against commercialism and wrote against private 
property but could not see a society without private property. So he was not 
outright against capitalism. In the play Rakta Karabi (Red Oleanders, 1922) he 
talks about the ravages of capitalism but calls it a fight between agricultural and 
industrial societies.  He creates an imaginary land called Yakshapuri where 
materialism has enslaved men and reduced them to machines. The revolutionary 
Nandini in the story brings about a change in the status quo through love and the 
King opens the doors for her. 
I love, I love. ‘Tis the cry that breaks out
From the bosom of earth and water (Tagore, 2007 237).
The blood-red crushed oleander represents the enslavement of Nandini and India 
through greed and power. Tagore saw the “vision” of the story in the “darkest 
hour of dismay” (Tagore, 1961 241). However, he also saw history as an eternal 
continuum, 
The King says there is no age of history which may be called old. It is 
always an eternal extension of the present (Tagore, 2007 244).
Tagore saw history as an extension of the present, everything was always present. 
Whitman conceptualized the essential nature of American history as a 
continuum in an earlier century. It is rather difficult for literary nationalism to 
imagine the identity of a nation without some abiding principles and essences. 
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Japanese Literary Nationalism
Early Japanese writers of the nineteenth century imagined a warrior nation 
guided by allegiance to the emperor, love for the country, ancestor worship, 
ethical and broken individuality. The national uniqueness of Japan was embodied 
in the works of Nitobe Inazo (1868-1933), Mori Ogai (1862-1922), Yukio 
Mishima (1925-1970), Junichiro Tanizaki (1886-1965), Osamu Dazai (1909-
1948), Natsume Soseki (1867-1916), Hiroshi Yosano (1873-1935), Akiko Yosano 
(1878-1943) and Shusaku Endo (1923-96). Since the early 1890s attempts to 
define Japanese cultural and human uniqueness with phrases like ‘bushido code’ 
or ‘soul of Japan’ was quite popular but it was Nitobe who presented a unique 
poetic masculinity of Japan within a warrior culture in his book Bushido: The 
Soul of Japan (1900). Nitobe’s erudite flawlessness in the English language made 
his conception of a national Japanese identity credible. The book brought the 
Japanese samurai code of honor to global recognition. However, his popularity 
was more abroad and less at home.  It took more than one hundred and fifty years 
for Japan to recognize his importance; it was only in 1985 that his portrait was 
placed on the 5000 yen note. Nitobe equated bushido to a religion of “race 
emotions” which paid homage to the emperor and country. He wrote,
This religion—or, is it not more correct to say, the race emotions what the 
religion expressed? —thoroughly imbued Bushido with loyalty to the 
sovereign and love of country. These acted more as impulses than as 
doctrines (Nitobe, 2014 19).
Nitobe believed that certain specific emotions like “loyalty to the sovereign” and 
“love of country “were not just individual emotions applicable to other 
nationalities but specific to the Japanese race.  These unique sentiments were 
voiced by Yukio Mishima a century and a half later in his novella Patriotism 
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(1961).
The creation of a specific type of individuality with a combination of strength, 
moral uprightness and courage were part of the bushido code that Nitobe claimed 
for the Japanese nation. 
The wholesome, unsophisticated nature of our warrior ancestors derived 
ample food for their spirit from a sheaf of commonplace and fragmentary 
teachings, gleaned as it were on the highways and byways of ancient 
thought, and stimulated by the demands of the age, formed from these 
gleanings a new and unique type of manhood (Nitobe, 2014 22-23).
This “new and unique type of manhood” was different from the manhood 
encountered in other countries in Asia.  For example, in India or China men 
might possess varying levels of “energy or intelligence” but in Japan it was also 
to do with “originality of character” (Nitobe, 2014 23). The belief in the 
“originality of character” was to do with the way each individual responded to 
the emperor, nation and ancestor; it was to do with the ideals of patriotism and 
self-sacrifice so succinctly expressed by Mishima in the novella by the same 
name.
In creating a literary Japanese nationalism, Nitobe not only highlighted the 
uniqueness of Japan’s warrior code but universalized it as a global ideal. His 
attempt to create a national code and then to universalize it was born out of his 
need to present an ethical framework of human behavior uniquely indigenous to 
the muscular spread of colonial imperialism from the West. Nitobe’s book gave a 
deep sense of pride to the Japanese in their own traditions especially in wake of 
Japanese victory over Russia in the Russo-Japanese War (1904-5). 
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Ogai’s novel The Wild Geese (1911) was deeply influenced by the romantic 
enlightenment from the West and created a story where passionate individualism 
triumphs over rational society of early Meiji period.  During the Meiji 
Restoration the Japanese intellectuals were enamored by the new western 
literature and philosophy especially of Shakespeare, Goethe, Ibsen, Kant and 
Hegel. Japanese   society was moving from tradition to modernity where the 
subordinate role of women began to be highlighted. In the novel Nitobe 
highlights female repression in a traditional society of the 1880s. The new 
society is teeming with different kinds of people—university students, geishas 
and policemen. Ogai himself narrates the story which centers upon a money 
lender Suezo, his wife, mistress and aging father, but the center of the story is 
Otama, the “thin, graceful beauty” (Ogai, 2009 43). Otama is willing to “sell 
herself to anyone” to support her father (Ogai, 2009 43). Though Suezo the 
usurer, is taken in by her modesty he tricks her into losing her virginity and 
forcing her to become his mistress. Ogai writes,
Suezo was bewitched by the modesty of the girl’s manner and her 
maidenly way of speaking that he visited her almost every night. He had 
been capable of complete ruthlessness in this dealing and still was, but 
now he tried every trick of tenderness to gain Otama’s affection. This, I 
believe, is what historians have often called the touch of weakness in a 
man of iron will (Ogai, 2009 48).
Her “modesty” and “maidenly way of speaking” is pitted against his trickery and 
“ruthlessness” which is a reminder of the way Meiji society was constructed. She 
supports her father and suffers the indignities of living in the household of Suezo. 
Soon Otama realizes that she will only remain a mistress as Suezo has a wife. 
She slowly resigns to her fate but also keeps her desire to move out of a “caged 
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bird” and “fragile flower” syndrome and become a free bird. She watches a 
student Okada and nearly fall in love with him. One day while sitting at the 
window she experiences an epiphany, a moment of realization,
But one day she was startled by an awareness of something sprouting in 
side her. The embryo within her imagination had been conceived under 
the threshold of consciousness and, suddenly taking definite shape, had 
sprung out (Ogai, 2009 100).
The image of “embryo” suggesting conception and childbirth reveal the new 
consciousness Otama is experiencing and implicitly the entire society is 
experiencing. She begins to fantasize that a hero will come to take her out from 
this loveless relationship and set her free. However, Ogai does not go so far as to 
help her realize her fantasy. It is left to Shiro Toyoda’s film The Mistress (1953) 
to take the story further and help Otama realize her dream. Toyoda’s literary 
adaptation or bungee-eiga of The Wild Geese nearly a century and a half later 
show the perineal attraction of the story.
Mishima lived and died by the samurai code and defined the way of the warrior 
even in failure. In his novel The Temple of the Golden Pavilion (1956) he 
suggests a romantic escape to the freedom of the sea but fails.  In the neurotic 
personality of Mizoguchi, who sees his mother having sex with another man in 
front of his dying father, Mishima draws out an ostracized stutterer who could 
represent anyone. Confessions of a Mask (1949) enters a world of adolescent 
homosexuality but soon retreats into guilt and sentimentality which group values 
give rise to.  The unnamed Japanese boy awakens to homosexual feelings and 
gets an “erection” seeing a muscular and hirsute boy Omi doing gymnastics; but 
soon retreats into a world of jealousy and guilt (Mishima, 1958 79).
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Mishima’s novella Patriotism (1961) brings out the concept of shinigurai or 
“being crazy to die” (Tsunetomo, 1983 171). Just like Lieutenant Shinji Takeyama 
and his beautiful wife Reiko, Mishima is so troubled by the Ni Ni Roku mutiny 
of the Imperial Army in 1936 that he leaves no choice for the young couple but to 
commit ritual suicide. In just three intense days from February 26th to 28th the 
violent and elegiac story is over.  Shinji chooses loyalty to the Emperor and his 
comrades over a life of betrayal. 
Mishima uses the shinjumono or love suicide play technique and creates heart 
breaking scenes (shutanka) to tell his story. The lyrical intensity of committing 
seppuku by both husband and wife, the methodical arranging of the room, sexual 
passion and writing final letters are all brilliantly conveyed by Mishima. 
Mishima writes, “The last moments of this heroic and dedicated couple were 
such as to make the gods themselves weep” (Mishima, 1966 4). It is not failure or 
success but the quiet determination without fear that makes the recently married 
couple “heroic” forcing the gods to ‘weep.”  
Mishima was troubled by the bewildering changes that were taking place in 
Japanese society.  He was worried by the national despair immediately after 
Hirohito’s Humanity Declaration of 1946 and the desire of the Americans to 
destroy Japanese kokutai or national identity. He was not convinced that any kind 
of counter-reformation or totalitarianism will succeed but he was not willing to 
give up his belief in the emperor system. The Ni Ni Roku incident made him 
despair and feel as if a great god has died. He wondered why the emperor had to 
step down from his divine status and become an ordinary human being In Voices 
from a Heroic Spirit or eirei no koe (1966) he writes,
Those who soared in the sky have broken wings
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while termites mock
immortal glory.
In days like that,
why would His Majesty
become an ordinary man?
He founded a private militia called Tate no kai or the Shield Society in 1968 
dedicated to the perpetuation of traditional Japanese values and the praise of the 
Emperor.  During initiation ceremonies he forced some of the new recruits to cut 
their finger and drink the collected blood from a bowl.
The sentiment of love for the emperor was part of patriotism or love for the 
country. The shadow of the emperor on daily l i fe ref lects Mishima’s 
understanding of Japanese society. He writes
All these things had a moral basis, and were in accordance with the 
Education Rescript’s injunction that “husband and wife should be 
harmonious.” Not once did Reiko contradict her husband, nor did the 
lieutenant ever find reason to scold his wife. On the god shelf below the 
stairway, alongside the tablet from the Great Ise Shrine, were set 
photographs of their Imperial Majesties, and regularly every morning, 
before leaving for duty, the lieutenant would stand with his wife at this 
hallowed place and together they would bow their heads low. The offering 
water was renewed each morning, and the sacred sprig of sasaki was 
always green and fresh. Their lives were lived beneath the solemn 
protection of the gods and were filled with an intense happiness which set 
every fiber in their bodies trembling (Mishima 1966, 9).
The twin concepts of patriotism and imperialism were deeply intertwined in the 
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writing of Mishima. For him imperialism was clearly reflected in daily life and 
in the divinity of the emperor.
Japanese writers tried to accept western individualism but often failed, creating 
what has often been termed as failed individualism, Japanese writers like 
Natsume Soseki (1867-1916), Hiroshi Yosano (1873-1935), Akiko Yosano (1878-
1943), Yukio Mishima (1925-1970) and Shusaku Endo (1923-96) found it 
difficult to integrate western individualism with a “group-oriented mind set” 
based on “close-knit family networks” (Okada, 2003 2-5). Sumie Okada believes 
Japanese concept of debts of gratitude (on) where obligation and indebtedness 
(giri) play a significant role in society has not allowed Christianity to take deep 
roots in Japan. The anxiety of ‘reciprocation not enough’ is instilled in Japanese 
from childhood which prevents then later to express spontaneous feelings of love 
and gratitude. As such it is somewhat difficult for them to respond without fear 
or guilt to the idea of spontaneous God’s love and grace (Okada, 2003 4). 
Though Tanizaki celebrated the modern individual and his erotic obsessions he 
still rejected the self-actualizing project of the west. Instead he retreated into the 
shadows of Japanese aesthetics governed by the mystery of shadows. In his essay 
In Praise of Shadows or In’ei Raisen (1933) he extols the virtues of Japanese 
architecture, rooms, jade, food, cosmetics. toilets, mono no aware, lacquer work, 
buildings, candle lights, lanterns and women skin, and then draws his conclusion 
in the final paragraph, 
I am aware of and most grateful for the benefits of the age. No matter what 
complaints we may have, Japan has chosen to follow the West, and there is 
nothing for her to do but move bravely ahead and leave us old ones behind. 
But we must be resigned to the fact that as long as our skin is the color it 
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is the loss we have suffered cannot be remedied. I have written all this 
because I have thought that there might still be somewhere, possibly in 
literature or the arts, where something could be saved. I would call back at 
least for literature this world of shadows we are losing. In the mansion 
called literature I would have the eaves deep and the walls dark, I would 
push back into the shadows the things that come forward too clearly, I 
would strip away the useless decoration. I do not ask that this be done 
everywhere, but perhaps we may be allowed at least one mansion where 
we can turn off the electric lights and see what it is like without them 
(Tanizaki, 1977 42).
Soseki in his essay “My Individualism” praised the virtues of personal freedom 
in Britain based on obligation and duty; if “society” respects your individuality, 
you should respect the individuality of “others” (Soseki, 2004 45). But in his 
novel Kokoro he makes his central character Sensei end his life for the sake of 
group values and personal shame. His highly independent and individualistic life 
hides his real motives as he chooses the death of the Meiji Emperor to commit 
suicide. He confesses that he is “weak and infirm of purpose, and because the 
future held nothing for him” (Soseki, 2010 217). This is Sensei’s answer to the 
unexpected suicide of his friend K who had also loved the same woman he had. 
Soseki was deeply influenced by the Meiji cultural discourse which was suffused 
in contradiction. Many Japanese intellectuals promoted the power of civilization 
and enlightenment or bummeikaka welcoming western modernity and scientific 
temper and simultaneously indulged in a kind of cryptic xenophobia. This 
ambivalence lay at the heart of most writers including Soseki.
Dazai’s No Longer Human (1948) brings out the “shame” of being human. The 
protagonist Oba Yozo leaves behind notebooks where he confesses that he does 
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not understand the people and the world around him. To make sense of his 
surroundings he resorts to frivolity and a façade; he states,
I can’t even guess myself what it must be to live the life of a human being” 
(Dazai, 1958 21).
Dazai presents an “inscrutable face of a man” who cannot make sense of the 
world he inhabits (Dazai, 1958 17). 
Japanese literary nationalism imagined a proud nation emasculated by western 
modemist ideas of muscular individuality and romantic enlightenment. Most 
Japanese writers suffered from a misplaced sense of loyalty to the nation and 
emperor which was strengthened by the Imperial reconcile Japanese bushido 
isolationism and group identity with western ideals of self-realization and 
rationality. The inability to reconcile Japanese and western values in literary 
nationalism often resulted in a palpable tension in literature but caused havoc in 
social and political life of the nation.
Indigenous Literary Nationalism
In recent decades literary nationalism has moved into different trajectories and 
minority, tribal and multicultural political identities play upon different 
disciplines and claim a space. Indigenous literary nationalism challenges the 
dominant and assimilative ideology of mainstream literary nationalism which 
Charles Taylor calls “politics of recognition” and introduces a new independent 
ideology called “the politics of respect.” In his essay, “The Politics of 
Recognition” he writes,
A NUMBER of strands in contemporary politics turn on the need, 
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sometimes the demand, for recognition. The need, it can be argued, is one 
of the driving forces behind nationalist movements in politics. And the 
demand comes to the fore in a number of ways in today’s politics, on 
behalf of minority or ‘subaltern’ groups, in some forms of feminism and 
in what is today called the politics of ‘multiculturalism.’ (Taylor, 1994 25).
Obviously, minority, subaltern, feminist and other multicultural groups feel 
economically and socially left out of majority politics, and therefore seek 
recognition.  The demand for a second kind of literary nationalism reveals the 
contrived construction of literary nationalism in the early stages of the formation 
of a nation. 
In a hurry to create a nation state many groups are invariably left out.Taylor 
argues for a politics of respect that majority groups “owe” to minorities. He 
writes,
Within these perspectives, misrecognition shows not just a lack of due 
respect. It can inflict a grievous wound, saddling its victims with a 
crippling self-hatred. Due recognition is not just a courtesy we owe 
people. It is a vital human need (Taylor, 1994 26).
Taylor endorses the enlightened ideas of “courtesy” and “human need” of self-
respect that majority groups owe to others who are less privileged. Therefore, 
early forms of dominant literary nationalism in the service of the nation must 
give way to an inclusive literary nationalism that respects the cultures and texts 
of minorities and give them significance.
More work is being done today in later literary nationalisms which attempts to 
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showcase indigenous literary nationalism and identity politics. Jeanette C. 
Armstrong, an Okanagan Indian, in her edited book, Looking at the Words of 
Our People (1993) talks about the challenges of assimilationist literary 
nationalism. In India the low caste and downtrodden are beginning to assert 
themselves against the oppressive politics of the Brahmins by creating their own 
literary nationalism. Works like Joseph Macwan’s Angaliyat (The Stepchild), 
Daya Pawar’s Baluta (1978), Sujata Gidla’s Ants Among Elephants (2017), 
Manoranjan Byapari’s Interrogating My Chandal Life (2018) and Dhrubo Jyoti’s 
Eleven Ways to Love (2018) highlight the plight of the downtrodden and narrate 
a new history of India. These works create their own narratives of regional 
Dalits, Scheduled Castes, and psychology of the self, split personalities, 
memories of Bombay, docks, karkhanas, Maoist rebels, Dalit Christians, 
nationalism, colonialism and urban modernity.  Dalit and minority discourses 
provide a fresh new perspective on established nationalist literary discourses 
creating an alternate reality that often belie an assimilationist perspective of 
history, life and politics. 
In his novel Palli Samaj or The Homecoming (1916) Sarat Chandra Chatterjee 
(1878-1936) is critical of rural Hindu society in Bengal, its caste-ridden politics 
and corruption. When engineer Ramesh comes to transform the society he is met 
with limited success. At one point in the novel Ramesh gets frustrated with the 
unwillingness of the old-fashioned Hindu society to change and burst out,
Ramesh suddenly became agitated and cried, ‘Why? Need I tell you that 
too? Don’t you know that all the ill-will, all the quarrels have arisen out of 
caste restrictions? It seems to me very natural that those who have been 
branded by the society as ‘low-caste’ should be envious of the high-caste 
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people, and revolt against this custom and try to free themselves from its 
fetters. Hindus don’t know how to acquire, they don’t even want to do so—
they simply know how to squander! There’s a natural law which requires 
that one should not only protect oneself and one’s society and preserve it 
intact, but one should also try to augment it.  We Hindus don’t observe that 
law. That’s why our number dwindles every day.  There’s a law for the 
periodical enumeration of the population of this country. Had you read the 
census reports, you’d have been frightened, Aunty. You’d then have known 
what’s the result of insulting and branding a section of the Hindu 
population as ‘low-caste’. You’d then come to know how the number of 
Hindus is dwindling every year and their number of Muslims is 
increasing. Yet the Hindus don't come to their senses!  (S. C. Chatterjee, 
2001 89-90).
 
Here Sarat Chandra touches at the heart of India’s project of nation building—the 
caste system. Also he talks of the demographic shift of the downtrodden from 
Hinduism to Islam. 
In his novel, the Stepchild, Macwan, a Dalit Christian, focuses on rural Gujarat 
of the 1930s providing an alternate account of the world where the Vankar 
weavers suffer from an “internal colonization” by the upper caste Patels. The 
injustice of the upper caste comes out in the humming song of Teecho the weaver 
at night by the lantern as the novel opens,
The warp of my breath
The weft of my soul
My Ram! How far can this shuttle go?
My Ram! How far can this shuttle go (Macwan, 2004 1)?
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The ability to forget the pain in the song makes the situation poignant. Soon 
Bhavaankaka begins to sing in a husky voice to the accompaniment of the 
sarangi,
Look, there sits the swan on the edge of the brimming lake,
Over him stretches the pearl-filled sky,
Where should he peck, he knows not Ram
Where should be peck, he knows not Ram (Macwan, 2004 xxiii)
The Dalits understand injustice and oppression and want to overcome it by 
reforming the caste council, seek higher caste status, change their names, adopt 
Christianity, change social movements to political movements and assert the 
identity of Dalits under Ambedkar.
The literary nationalism in India created by majority groups stood the test as a 
corpus for nearly seventy years. But as scholarship matures and marginal groups 
find a political and social voice they want to claim their own narrative of history 
through their own literature. In recent years as social representation becomes 
more contentious, writers from the margins have expressed their own history and 
elision with indubitable clarity. In the process they are changing patterns of 
literary history and the way it is constructed, something that has happened earlier 
in the United States in the 1960s and 1970s..
Conclusion
Literature may arise from different creative intentions but once created begins to 
shift into an ideological canonical mode serving the needs of political and social 
elites. Literary texts close to the birth of a nation state are used as building 
blocks to create its identity and over time acquire a nationalist fervor either 
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overtly or covertly. Often writers themselves are fired by a new-found 
nationalism to create a national identity by employing themes of race, religion, 
geography and myth to create a conception and iconography of a nation. Literary 
nationalism creates an emotional and literary space for writers to imagine the 
identity of a nation by exploring and giving significance to themes of geography, 
culture, values, resistance and idealism. Literary texts create a national 
consciousness that unify diverse peoples to realize a common purpose often 
sacrificing their immediate goals and desires.
American, Japanese and Indian literary nationalisms created their own resistance 
to a political condition which was exploitative and oppressive. Both American 
and Indian literary nationalisms arose in opposition to colonial occupation while 
the Japanese welcomed European ideas and profited by it. American and Indian 
literary nationalisms was built in opposition to Europe and therefore rejected 
everything the West stood for.  Only recently as literary nationalism matures in 
the two countries a new understanding of some of the unique unintended benefits 
of British colonialism are recognized. Japanese literary nationalism still tries to 
synthesize western enlightenment ideals and bushido pride in civic life but often 
fails to create a desired modern identity. Obviously mainstream literary 
nationalism colludes with dominant classes and creates the conditions for 
indigenous literary nationalism to emerge. Perhaps through this process an 
inclusive literary nationalism can emerge.
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0.  Introduction
　人間を先行詞とする制限用法の関係代名詞のwhoと thatの用法で，主に主語の
場合について研究する．1. では文法書での扱い，2. では語法書の扱いを見てから，
3. では the Beatles の“Getting Better”という歌の歌詞について考察する．
1.  文法書の扱い
　JespersenのModern English Grammar Volume 3, Quirk et al (1972), 
Huddleston (2002) では，人間を先行詞とする場合の，制限用法の thatとwhoに
ついてどのように扱っているだろうか．
1.1  Jespersen
　Jespersen は，Chapter VIII Relative that で，この問題を扱っていて，それを
まとめると，中英語および近代英語の始まりのあたりは thatが普通の関係詞であ
ったが，しかし，それ以来，範囲が狭められたが，それは wh- 代名詞に侵略 
“encroachments”されたためで，とりわけ文学の言語においてであったという 
(153)．
　現在の用法は，非制限用法ではほとんど使われず，制限用法でも人間をさす場
合は thatではなくwhoを用いる傾向が強く，物についてはそれほど強くは無いが
やはりwhichを使う傾向がある (153-54)．
人間を先行詞とする制限用法の
関係代名詞のwhoとthat
松島  龍太郎
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　人間の場合にwhoが好まれる理由も述べていて，ひとつに，文字にされた場
合の視覚によるもので，thatは指示代名詞の thatと同じ形であるので，中性
neutralと思われるとし，allの場合など次のような曖昧さを避けることができる
という (154)：
 all that is found  (neuter中性)
 all that are found  (personal人間)
ではbeの変化形で区別ができるが，次の場合は
 all who might be found (everybody)
 all that might be found (everything)
whoと thatを使い分けることで明瞭にすることができるとする．
　更に，Fowler (1926) からの引用があるが，これについては，Fowler (19652) 
のところで後述する．
　補語(predicative)の場合はwhoは用いられないとし，理由は，補語は中性 
(neuter) と感じられるからであるという 1  (156)．例文は１つだけ引用する：
 he would have revealed himself as the man that he really was
1.2  Quirk et al. (1972)
　Quirk et al. (1972: 870) では，先行詞が人間personalで関係代名詞が関係節の
主語である場合，whoが好まれるが，thatであってもおかしなところは何もない
として次の例を挙げる：
 People who live in new houses
 People that live in new houses
それに対して，関係代名詞が動詞や前置詞の目的語である場合は逆になり thatま
たはzero 2 がはるかに好まれるとする：
 People who (m) I speak to
1 Cf. predicatives in English . . . are felt to be neuter . . . : the quality, not the person, is 
thought of. (123-24).
2 関係詞がない場合．Jespersenの接触節contact clauseに相当する．
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よりも
 People (that) I visit / speak to
その理由はwho/whomの選択を避けるためだろう，とする．whomは多くの人に
とって衒学的pedanticと思われるし，関係節中の目的語としてのwhoは informal
でsubstandardであるとみなす人々もいると言う．したがって人間が先行詞でも
thatが頻繁に使われるという．
　また，関係節中の動詞がbe動詞の場合，補語となる関係代名詞はwho, which
は用いられず，thatかzeroである 3 (870)．
　Note (870) において，人間の場合，目的格に thatを用いるのは，whomを避け
る以外にも理由があり，それは，文法上の目的語は，主語に比べて，non-
personalになりがちであり，また，non-personalな含意を持ちそうであるからで
あるという．更に，主語の場合でも，人間の先行詞が文脈的に 「非個人化」 
“‘depersonalized’ (as not being personally identifiable by name, for example)” 
している場合は，that使用の許容性が高くなるとして次の例を挙げる：
 The soldiers that captured the post subsequently withdrew.
1.3  Huddleston (2002)
　Huddleston (2002) では，まず，allが人間の場合 thatではなくwhoであるとし
て次の例を挙げる(1053)：
 All [who heard her speak] were deeply impressed by her sincerity.
　次に，関係代名詞が述語補語で属性 (“ascriptive predicative complement”) 4 
を表す場合は 通常 thatであり，
 He’s no longer the trustworthy friend [(that) he was in those days]. 5
3 Quirk, et al. の例は　*John is not the man who he wasと非文を挙げるが，適格文にする
と，当然，John is not the man that he was / John is not the man he was.
4 “ascriptive” の反意語は “specifying” (Huddleston: 1054)．つまり，representative of a 
classのばあいで，特定の人物 (a specified person) を言うのではない場合．
5 (that) は，thatもしくはzeroを表す．
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であるが，ただし “specifying”（特定の人物）の場合はwhoがありうるとする：
 It turned out that he wasn’t the person who I’d thought he was. (1054)
　そして，人間が先行詞で，関係代名詞が主語の場合，whoが好まれる：
 the boy who threw the dart
しかし，関係代名詞が主語でない場合は thatもしくはzeroが好まれる：
 the boy (that) they had found hiding in the cupboard
その理由は，formalな whomと informalの whoとの選択を避けるためである．
これは好みの問題であって，the boy that threw the dartは完璧に文法的である．
2. 語法書等
　ここでは，英米のいくつかの語法書等での扱いについて調べていく．2.1から2.4
はイギリスのもの，2.5から2.8はアメリカのものを扱う．
2.1  Fowler (19652)
　Jespersenは，前述の通り，Fowler (1926) から引用しているが，途中省略もあ
るため，ここであらためて扱う．なお，ここでは第2版を用いる 6 ．本書では，
which, that, who.の項の9. Who and that. でこの問題を扱っている．以下，そ
の部分をまとめる (701-02)：
　現在，物に thatを用いるよりも人間に thatを用いるのに抵抗を感じる人が多い，
という．そして，次の2例を挙げ，
 The ladies that were present
 The general that most distinguished himself
これらは「一種の軽視，無礼に相当するもの」 (“a sort of slight”) であり，その
人間性を奪うものであるとし，例えば手紙の宛名にEsq. とするところをMr. と
書くのに等しいという 7 ．
6 第1版と第2版の違いは，ページと記号等である．
7 日本語では，「～様」「～先生」とすべきところを「～さん」とするような感じであろう．
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　とにかく，特定の (“particular”) 人物を指示するとき，thatがwhoに取って代
わられているが，その人間がある類型 (“type”) または一般的な名称・属性 
(“generic”) のことを言う場合は thatが優勢であるとして次の分裂文の例を挙げ，
itは行為者のことを言い，行為者とは類型ないしは属性であるとする：
 It was you that did it 
　次に，thatの方を使っても衒学的と思われない例を挙げている：
 The most impartial critic that could be found [最上級]
 The only man that I know of [ only ]
 Anyone that knows anything knows this [不定代名詞]
 It was you that said so [分裂文]
 Who is it that talks about moral geography?  [分裂文 ; whoが強調される]
　また，人間を指示する thatの範囲を広げるのはかまわないが，あまり強引にす
ると必ずや失敗するだろうと言う．
　最後に，thatの方がwhoよりは若干ではあるが好まれる例を挙げるが，原文は
全て誤用であるwhichが使われていて，カッコ内に正しい形あるいはコメントが
入っている 8：
*The greater proportion of Consols are held by persons or corporations 
which never place them on the market (この場合は，人間と物の両方
であるから thatのみ).
*They are harassing an enemy which is moving in the open (who) 9.
*Among other distinguished visitors which the Crawfords had at Rome 
was Longfellow (that) 10.
*A woman who is devoted to the many dear and noble friends, famous in 
art, science, and literature, which she possesses (whom) 11.
  8 whichは誤用であるので，本稿では原文に無い星印 (*) を付ける．
  9 whoとしているが，「thatの方がwhoよりは若干ではあるが好まれる例」ではないか．
10 動詞の目的語でQuirk et al. (1972) のnon-personal, または，属性．
11 thatの場合は先行詞を見つけにくいか．
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2.2  Burchfield (1996)
　Burchfield (1996) はFowlerの第3版として出版されたが，that (relative 
pronoun) の 1  that or who with a human antecedentのところでこの問題を扱って
いる．
　人間が先行詞場合のwhoと thatについて，thatを人間に用いるのはよろしくな
いという意見は広く信じられてはいるものとして紹介し，以下のようにまとめる 
(773)：
　a. 制限用法で，人間の先行詞では，普通はwho:
 But it was I who got away to the steps up to the morning room 12
　b. 無生物先行詞では当然 that（whichも適切な用法）:
 an electric blanket that knows how to warn various parts of the body 
 the bus that bore us away
　c. thatがよく用いられる文脈として
　　1. 先行詞が生物ではあるが人間ではない場合：
 a white poodle that sported a red hair bow
　　2.先行詞が人間であるが，ある集合の代表 (human but representative of a 
class) 13 である場合：
 a baby that cries in unsocial hours
 a fellow that sells a bracelet is not necessarily interested in people
　　3. 先行詞が不定代名詞の場合：
 it was an obvious rebuff, and one that hurt Benn very deeply 14
　歴史的には，thatは人間の先行詞とともによく使われていて，OEDにも
Chaucer, Langland, Wycliffの例があるとしている．また，20世紀は，先行詞が人
間であれば，特定の人物15 かある集合の代表かにかかわらず，whoのみが適切で
12 ただし，この例文は分裂文である．
13 つまり，ある特定の人物のことではない．Cf. type, generic, ascriptive.
14 この例文内のみでの解釈はoneはrebuff (拒絶) であるので，人間を言っていない．
15 a specified person
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あるという規則を守る作家が多いとする．そして，最後に次のように要約する(773)：
通常は人間の先行詞の場合はwhoを用い，無生物の先行詞の場合は that
またはwhichを用いなさい．先行詞が生物であるが人間ではない場合，
whoか thatのどちらかを使うと良い．先行詞が人間であるがある集合の
代表である場合も，whoか thatのどちらかを使うと良い．先行詞が不定
代名詞の場合も，whoか thatのどちらかを使うと良い．先行詞が2つあり，
最初が人間で2番目が無生物の場合，thatが要求される：(he answered 
accusingly . . . as though it was she and not the drug that had done it) 16
2.3  Cambridge (2004)
　Cambridge (2004) は，relative pronounsの項 (469) で，最初に次の例を挙げて，
人間にも thatを使うことができるとする 17：
 The doctor who / that came from Sri Lanka spoke well.
 A woman whom / that I’ d never seen before appeared.
そして，この例のように，thatは人間以外の生物，無生物同様，人間にも用いる
ことができるとし，thatを使うかwh- 18を使うかということは18世紀からスタイ
ルの問題として話題になっていて，thatは informalとされることがあり，
Longman Grammar (1999) 19 の要約を次のようにする：informalと思われ，そ
のため会話とfictionで最も頻繁に用いられ，whichはnonfiction 20でとびぬけて
多く，報道ではwhoが最も多い．
　また，次のような場合，thatの使用が普通であるとするが，最後の例を除いて
先行詞は人間ではない：
 [最上級の後で] the best wine that’s made in New Zealand . . .
16 この例文も分裂文である．
17 whichも一緒に述べられているので，できる限りthatとwhoだけに絞る．
18 I.e. who, which.
19 Biber et al.
20 Biber et al. の用語では，“academic prose”.
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 [序数の後で] the first hotel that has a vacancy . . .
 [不定代名詞の後で] (some, any, every, much, little, all) : 
  I’ ll take back any that are unused . . .
 [分裂文で] It’s the label that has a bird on it.
 [先行詞が人間と人間以外の場合]
 　Neither horse nor rider that fail the water jump find it easy to recover.
　まとめとして，文法は別として，選択はスタイルと（話し手の）都合の問題で
あろうし，thatを使えば，whoとwhomの選択は言うまでもなく，babiesについ
てwho, whichの選択をしなくて済むし，また，thatは必ずしも informalという
わけではない，とする (469)．
2.4  Swan (2016)
　Swan (2016) 21 で関係あるところをまとめると：
233: 1で，人間を指示する場合，whoかwhom：
 What’s the name of the tall man who just came in?
233: 2で，関係節で主語の場合who：
 I like people who smile a lot.
また，目的語の場合whoかwhomであるが，whomはインフォーマルの場合普通
ではない(“unusual”)：
 Do you remember the people who we met in Italy?
233: 3で，whoに代わって thatを良く用いる．とりわけ informalの場合：
 I like people that smile a lot.
 Do you remember the people that we met in Italy?
233: 4で，that は特に次のような数量詞の後や最上級の後でよく使われる：all, 
every (thing), some (thing), any (thing), no (thing), none, little, few, much, only 22．
21 参照の数字はセクション．（ページは振られていない）
22 ただし，例文は人間のものが挙げられていないので割愛する．
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233: 6では人間を先行詞とするwhoの例文：
 He’s got a new girlfriend who works in a garage.
237: 3において，whoとwhomの関係を扱う．目的語の場合，informalではwho
を使うことができ，whomはそれよりもformalであるとして次の例を挙げる：
 The woman who I marry will have a good sense of humour.
 (More formal: The woman whom I marry . . . )
237: 5では，that for peopleとして人間の場合に thatを用いることに触れ，that
はwho, whom, which の代わりに良く用いられ，thatは主語のwhoの代わりに使
うことはできるがかなり informalである，として次の例を挙げる：
 the people that I invited (normal)
 the people that live next door（informal; the people who . . . のほうが a 
more formal styleでは好まれる）
237: 13では，人称との関係で，分裂文を挙げている（関係代名詞は that）：
 It’s me that’s responsible for the organisation. 
 (More formal: It is I who am responsible . . . )
 You are the one that knows where to go.
237: 16は，やはり分裂文の例であるが，ここでは人間のものを引用する：
 It was Alice who called the police.
273: 1では，it is/was . . . that . . . の分裂文を扱うが，基本となる関係代名詞は
thatとして次の例を挙げる：
 It was my secretary that sent the bill to Mr Harding yesterday.
 It was Mr Harding that my secretary sent the bill to yesterday.
また，否定文も可能とし，例文は：
 It wasn’t my husband that sent the bill . . .
また，主語の人間が強調される場合，thatの代わりにwhoが可能である 
(“possible”)とし，例文は：
 It was my secretary who sent . . .
そして，that, whoの例文を挙げる：
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 It is the students that are angry.
 It was his parents who paid the fees.
2.5  Evans and Evans (1957)
　Evans and Evans (1957) は，that; whichの項で，簡単に関係代名詞の歴史を
述べていて，次のようにまとめることができる (505)．
　関係代名詞の thatは最も古く最も便利な関係代名詞であり，人間にも動物（生
き物）にも無生物にもすべてに使うことができ，16世紀，whichは thatと交換可
能であったとし，King James Bible (1611) からの例を挙げる 23．そして，当時，
人間を指示する場合でも thatと同じようにwhichが用いられたとし，やはりKing 
James Bibleからの例を挙げる：
 Our Father which art in heaven. 24
そして，thatは17世紀に文学の英語からほとんど消えかけ，人間を指示する場
合whichに代わりwhoが用いられるようになったが， 1700までに thatは再び人気
を取り戻した．ただし，教育のある人々は，これは教養の無い人たちの新しい用
法 “vulgar innovation” とみなした．しかし，whoとthatの方が侵略者 (“intruder”) 
であり，結局 thatはもとの地位を取り戻した．上の例文は the Authorized 
Revision of the Bible (1885) ではWycliffeの翻訳 (1389) と同じく thatが用いら
れているとして次の例を挙げる：
 Our Father that art in heaven. 
　今日の用法は，whoは人間，whichは人間以外のものに用い，thatとwhichの
両方が可能な場合は thatが一般的に好まれる．しかし，人間を指示する場合，
thatよりもwhoを好む人が多い．先のBibleの文は20世紀ではwhoを用いること
になりそうである 25．以上が，Evans and Evans (1957) の概要である．
23 例文は人間以外なのでここでは割愛する．
24 「マタイ伝」第6章9節，「ルカ伝」第11章2節．
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2.6  Merriam-Webster (1989)
　Merriam-Webster (1989) は，thatの項の2において，JespersenやEvans and 
Evans (1957) 等を参照し，次のようにwhoと thatについて，現在の用法では，
thatは人間と物を指示し，whoは主に人間をまた時には動物を指示する．thatが
人間に使われるのは確実に標準的である，とまとめている (896)．
2.7  Garner (2009)
　Garner (2009) はthatの項のF. And who. において非常に簡潔に，人間の場合
の thatは常にまともな英語であり，whoだけが人間に使われるというのはばかげ
た病的執着 (“a silly fetish”) であるとする (808)．
2.8  Fogarty (2008)
　Fogarty (2008:43-44) をまとめると，人間について話している場合はwhoを用
い，物について話しているときは thatを用いるとし，それが安全であるという．
ただし，thatを人間に用いることには長い歴史があり，例えばChaucerも使って
いたということは認めている．著者の意見では，whoと thatを interchangeably
に使う人は違いがあるということに気が付いていないのではないかと思うと言
い，著者個人的には，人間について話しているときに thatを用いるのはその人を
人間以下に見てしまっている (“makes them seem less than human”) ように思わ
れるとする．そして，例として，かつて新しい義母のことを言うのに “the 
woman that married my father.” と言っていた友人がいて，彼が義母に対する敵
意を表していたのは明らかであった，という経験を語っている．また，人間以外
の生物にもwhoを使うことについても言及していて，ペットの犬だったらwho
というだろうし，魚を飼っていたらおそらく thatになるだろうと言う (43-44)．
25 The New English Bible (1970) では，「マタイ伝」が “Our Father in heaven”,  「ルカ伝」
が “Our Father” となっていて，この問題を回避している.　また，筆者には，“Our Father” 
は「人間」なのかという疑問が生じている．
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03.  “Getting Better”の関係代名詞
　the Beatlesの歌詞に次のものがある：
 The teachers that taught me weren’t cool 26 (“Getting Better” 27)
先行詞は人間で，関係代名詞は主語である．したがって，関係代名詞はwhoま
たは thatの文脈である．何が問題かというと，歌詞集によって thatのものとwho 
のものとがあるということである．
　正しい歌詞は分かっていて，that である．これは，1967年に発表されたLP 28 
のジャケットに，収録された全ての歌の歌詞が記載されていて，それには that と
なっている．これは，1987年のCD 29 化の時もそのままであり，2009年の「リ
マスター版」も同じであり， 2017年の50周年記念盤 30 でも変わっていない．また，
この歌を何回聞いても関係代名詞は thatである．
　その他に筆者の所有する that となっている歌詞集は，HalのLyrics (134)，
Little Black (96) の2点である．
　これに対して，thatがwhoになっているものがあり：
 The teachers who taught me weren’t cool
このwhoになっているものはFuturaのLyrics 31 (126)，Complete Scores (309)，
Davies (2014: 207) に掲載されている．Davies (2014) の場合は，207ページに
歌詞が印刷され，208ページにはPaul McCartneyの自筆の歌詞の写真が掲載さ
れていて，自筆写真は thatとなっている 32 ．
　なぜこのような誤りが起きるのであろうか．特に，Davies (2014) では，見開
26 歌詞のコピーライトは，Northern Songs Ltd.が所有する．（以下，同じ）
27 Lennon and McCartney (1967). Sgt. Pepper’s Lonely Hearts Club Band. のA面4曲目．
28 AP-8163.
29 歌詞は，付属の小冊子に普通の大きさの文字で印刷されている．CDのジャケットでは，文
字が小さすぎて読めないだろう．次の「リマスター版」でも別に付属の小冊子を用いている．
30 歌詞はLP版が再現されており，LP版と同じ大きさのジャケットの裏に記されている．
31 Halの歌詞集とFuturaの歌詞集は，書名は同じであるが，内容は異なる．
32 50周年記念エディション付属の冊子56ページにもPaulの自筆の歌詞の写真が掲載されてい
て，両者とも同じ写真である．
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きではないにしろ，連続したページで歌詞と自筆写真が掲載されているのである．
単純な間違いで，the teacherは人間だからwhoの方が好ましいという理由であろ
うか．Daviesの原稿は thatであったが校正の段階で誰かがwhoに変えてしまっ
たのだろうか． 
　この “Getting Better” の内容はどういうものであろうか．この歌は次のように
始まる：
 It’s getting better all the time
 I used to get mad at my school
 The teachers that taught me weren’t cool
この人物は，いわゆる「不良」「問題児」であり，乱暴な言い方をすると「悪ガキ」
であった．ところが，ガールフレンドと思われる「君」に会ってから徐々に良く
なっているんだ（“It’s getting better since you’ve been mine”）という内容の歌で
ある．学校時代，教師に対して良い思いを抱いていなかったと想像できる．普通
ならば，the teachers who taught meとして「恩師」まで高められるところである
が，ここでは違うのである．whoではなく thatにこの人物の気持ちが表われてい
るとしたら興味深い例である．乱暴な言い方を許してもらえれば，彼の気持ちは
「学校の先公どもは気にくわねえ」というところだろうか．
　とすると，Fowler (1965) の “a sort of slight” （一種の軽視，無礼）がまず当て
はまるのではないか．「軽視」が軽すぎれば「軽蔑」といっても良い．学校の教師
を嫌う生徒はどこにでもいるものである．嫌悪といえば，Fogarty (2008) の友人
の thatの用法がある．　そこまでならなくても，人間としてよりは，「教師」と
いう属性に目を向けているということも考えられるが，やはり，人間扱いからは
遠ざかる．
　他にも，人間が先行詞で関係代名詞が主語の場合に thatが用いられている歌詞
があるが，whoへの書き換えは見受けられない．1例を挙げれば， “Ticket to 
Ride” 33 の
33 Lennon and McCartney (1965).
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 The girl that’s driving me mad is going away
で，「僕を夢中にさせた女が僕を捨てて行ってしまう」という複雑でネガティヴ
な心理から thatでも違和感を覚えないのであろう．
　“Getting Better” の場合は，やはり，先行詞の the teachersがポイントになろう．
the teachersはやはり十全に人間扱いをしないとよろしくないのではないか，と
いう気持ちが働き，意識，無意識にかかわらず，thatをついwhoに変えてしまっ
たと考えられる．もちろん，この場合は，whoと thatの使い分けを気にしている
人たちの話である．
4.  Conclusion
　人間を先行詞とする制限用法の関係代名詞のwhoと thatについて扱ってきた．
歴史的には，thatが最も古く，whichが加わり，人間の場合は特にwhoが用いら
れるようになり，thatを駆逐しそうになったが，thatが盛り返してきた，という
ものである．現在は，thatでもwhoでもどちらでもかまわない，むしろ thatの方
が面倒が無く，使いかってが良いと考える人たちがいる一方，ただ単に人間には
whoを使った方が好ましいと考える人がいて，更には，人間にはできるだけwho
を用い，thatを用いる時には基本的にネガティヴな気持ちを持つという人たちが
いる．
　筆者の取り上げた“Getting Better”の例では，原文が thatを用いているのに対
し，whoを用いたものが確認されていて，これには先行詞が人であり，更には学
校の教師・先生であるという意識が原文を書き換える力となっているようである．
人間にはwhoを用いるという傾向は強いと思われる．
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編 集 後 記
精出せば氷る間もなし水車　　蓮之（俳諧古選）
（富安風生　編集代表、『俳句歳時記　冬の部』、平凡社、1959年、43頁）
大寒を過ぎたとはいえ、折々厳しい寒さが身に凍みる。それでも凛と澄み渡っ
た空気には心地よささえ感じられるこの頃である。水車の営みに比すべきかどう
かはともかく、お陰様にて『英語英文学研究』も創刊（1976年12月20日奥付）
以来、早42年を越えたことになる。
いま改めて、昭和51年発刊の本誌創刊号を紐解いてみた。一読して草創期の
先生方に対する学恩の思いとともに懐かしさが溢れた。発刊の辞にはこう記さ
れている。「研究発表の意義は ,いうまでもなく , それぞれの研究分野において , 
これまで知られていなかった事実を明るみに出すか , あるいは既に知られている
が , しかし完全には理解されていない事実から新しいアイデアを導き出すか , そ
れともよく知られている資料の吟味に新鮮味を付加えるかによって , それぞれの
分野の研究を推進し , もって広く学界に寄与するにある」── たえず新たなアプ
ローチが立ち表れる現在も、この一節は新鮮な輝きを放つ指針と言えるであろ
う。
また私事にて誠に恐縮であるが、お陰様にて、今年度をもって何とか2年間、
本学会の会長としての任期を全うさせて頂けることとなった。非力・非才の筆者
に対して、陰に陽に多大なお力添えを賜り、支えてくださったご関係の先生方や
皆様にはいくら感謝申し上げてもし尽くせない。この場をお借りして改めて深謝
申し上げると共に、新会長のもと、向後とも本学会への倍旧のご支援、ご教導を
切にお願い申し上げる。
今号もなんとか無事出版の運びとなった。これもひとえに会員諸氏や関係各位
の皆様の不断のご支援の賜物と深く感謝申し上げる次第である。
（文責：木下　薫）
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